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              朝晩の冷え込みに秋の深まりを感じる季節になりました。 

日中は気温が 20℃以上あっても、今の時期の方が冬より寒

く感じるのは、体がまだ寒さに慣れていないためです。この

時期は体調を崩しやすいときですし、寒暖差が刺激になって

鼻炎の症状が出る「寒暖差アレルギー（血管運動性鼻炎）」も

起こしやすいときです。 

              本格的な冬に備えるためにも、生活習慣を整え、寒さに負 

けない体をつくりましょう。 

県内のインフルエンザの流行 「注意報レベル」に！ 

 ９月上旬に同時流行が心配されていた、新型コロナウイルス感染症とイ 

ンフルエンザ。新型コロナウイルスは、６月から出されていた感染拡大注 

意報が 10月 13日に解除され、感染者数は減少傾向にあるようです。 

しかし、９月以降、インフルエンザの感染者数は増え続け、10月

13日には注意報レベルになりました。今シーズンのインフルエンザ

は、20歳未満の感染者が全体の 80％を占めていることが大きな特徴

で、県内では毎日のように、幼稚園から高等学校（特別支援学校を

含みます）まで学級閉鎖の報告がされています。 

新型コロナウイルス感染症やインフルエンザ 

は、現在ワクチン接種が行われています。希望 

する場合は、かかりつけ医に御相談ください。  

感染症予防には、「石けんでの丁寧な手洗い」で自分の体を守ること 

や「咳エチケット」で感染が広がらないようにすることが大切です。 

体調を確認しながら、栄養や睡眠を十分とって、冬に向けて免疫力を 

高めましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 



歯が生えかわる時期は、歯科の定期検診が大切です！  

          幼稚部から中学部にかけては、乳歯から永久歯に生えかわり、奥に

大きな永久歯が生えてきて、あごの骨が成長するなど、口の中の環境

が劇的に変化するときです。 

乳歯が抜けていたり、永久歯が生えかかっていたりして、歯の高さ

がきれいに揃っていないため、この時期は歯みがきが難しく、むし歯 

になりやすい時期でもあります。 

 本校では、学校歯科医に御協力をいただいて、年２回（５月と 

11月）、歯科検診を行っています。定期的に歯や歯肉の状態、歯 

垢や歯石の付着について診ていただくことで、歯科疾患の早期発 

見や歯科保健についての意識を高めています。 

結果は全員にお渡ししますので、御確認ください。 

給食後の歯みがきの時間が、全校の交流の場に！ 

２学期から、幼稚部がランチルームで給食を食べることになり、以前と同じように、ラ

ンチルーム前で全員が給食後の歯みがきを行うことになりました。 

ベンチに並んで座りながら歯みがきをする幼稚部の子たちを見て、小さいころを懐かし 

む小中学生は、幼稚部の子たちが来る前に、ときどき、自分たちもベンチに座って歯みが

きをしています。 

 また、今まで幼稚部の職員が幼稚部の子たちの仕上げみがきをし 

ていましたが、中学生や他学部の職員が同じ場所に居るので、幼稚 

部の子たちは、仕上げみがきをして欲しい人へ自分からお願いに行 

くようになりました。「仕上げをやって！」と言われた中学生たちは 

「いいよ」「あ～の口だよ」「い～の口をして」「おわったよ」など、 

優しく声掛けをしながら一生懸命仕上げみがきをしてくれ、幼稚部

の子たちもとてもうれしそうで、ほほえましい光景がいろいろな場面で見られます。 

 中学生は、自分たちがしてもらってきた仕上げみがきを幼稚部の子たちにしてあげなが

ら、自分自身の歯の健康についても意識を高めていってほしいと思います。     


